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モ ー ドを 検 証 す る
一 川久保玲 ・初期の創作 にまつわる言説 と実際 一
安城寿子/学習院大学大学院人文科学研究科哲学専攻博士前期課程修了生
川久保玲は,1980年代 にパ リ・プレタポル
テ ・コレクションへの進出を果たして以来,
現在に至 るまでCOMMEdesGAGONS(コ
ムデギャルソン)の ブランド名で衣服発表を
行 っているファッション・デザイナーである。
川久保は,穴 や裂け目といった破壊的意匠
と黒を基調 とする色使いを特徴 とする衣服に
よって80年代初頭のパ リ・モー ド界に衝撃を
与え,同 時にそのコレクションは激 しい批判
に晒されたと言われている。 この手の言説は
これまで様 々な媒体において繰 り返 し語 られ
てきたもので,半 ば神話的な定着を見せてい
ると言えるのだが,彼 女の初期の創作の具体
的内容,そ れに対する同時代の評価のあり方,
そ してそれ らを取 り巻いていたモー ドの同時
代的状況が実際 どのようなものであったのか
ということに関する具体的な検証は,こ れま
でほとんど試み られてきていない。
本発表は,当時のフランスで刊行されてい
た新聞 ・雑誌資料の検証を重視 しつつ,こ れ
らの点の詳細に光を当てようとするものであ
る。
■川久保玲,初 期のコレクションの概要
川久保が虫喰い穴のような意匠を伴 う黒い
衣服を手がけたのは,82年3月に発表 された
82年秋冬コレクションのことである。彼女は
続 く83年春夏コレクション(発表は82年10月)
〔
において も,白 と黒を基調に置き,裂 け目の
ような意匠の見 られる衣服を複数発表 してお
り,また,モ デルに火傷か痣のようなメイク
を施すという演出を加えている。
現在川久保の初期のコレクションのイメー
ジとして一般 化 しているカタス トロフィーを
想起 させ るよ うな衣服 や演 出を確認す ること
がで きるのは以上ニ シーズ ンのコ レクシ ョン
で あるが,彼 女が これ らのコ レク ション以前
にパ リで発表 していた二つの コレクシ ョンの
存在 はあま り知 られていない。
川久保は81年4月,小 規模 なが らパ リにお
ける最初の コレクシ ョンを発表 してお り,同
年10月にはパ リ ・クチ ュール組合へ の正式 な
加盟の上,82年春夏パ リ ・プ レタポルテ ・コ
レクシ ョンに参加 し,衣 服発表 を行 って いる。
81年4月発表の コレクシ ョンではズボ ンの裾
を絞 った ジャンプ ・スーツが,82年春夏 コ レ
クシ ョンで は,藍 や紺,生 成 りを基調 に置 い
たワンピースやア ンサ ンブルがその中心 とな っ
てお り,82年秋冬及び83年春夏 コ レクシ ョン
に見 られ るような奇抜な試 みは未 だ登場 して
いない。が,そ こには布の くたびれたよ うな
質感や形態の左右非対称性,身 体 と衣服 の間
に現れ るゆ と りの大 きさな ど,そ の後 の彼女
のコ レクシ ョンを特徴付 けるい くつかの要素
が確認 され ることか ら,こ れ らの要素 にさ ら
なる破壊的 ・暴力的な表現が加 え られた82年
秋冬 コ レクシ ョンや83年春夏 コレクションは,
その延長線上 に位置づ けることができるだろ
う。
■ フランス ・ジャーナ リズムにお ける反響
フラ ンスのジ ャー ナ リズムが,川 久保手 が
けるコムデギャル ソ ンの コレクシ ョンに対す
る反応 を示 し始 めるの は,82年10月の83年春
夏 コレクシ ョン発表以降の ことである。
それ以前 のコ レクシ ョンに関す る批評 が見
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られ るの は左翼 系 日刊 紙 の 『リベ ラ シオ ン
[Liberation]』ぐらいの もので,現 在川久 保
の衝撃 的 コレクションの代表 と して紹介 され
ることの多い82年秋冬 コ レクシ ョン発表後の
新 聞 ・雑誌 上にす ら,そ れが取 り沙汰 された
形 跡は認め られなか った。
コムデギ ャル ソンの83年春夏 コ レクシ ョン
が発表 された後 は,前 出の 『リベ ラシオ ン』
に加 え,『ル ・フィガ ロ[leFigaro]』『ジュ
ル ナル ・デ ュ ・テ クス テ ィル[Journaldu
textile]』『ジ ャルダ ン ・デ ・モー ド[Jardin
desModes]』『エル[ELLE]』な ど,多 くの
新聞 ・雑誌がそ の内容を報 じ,あ るいはそれ
に批評 を加 えて お り,パ リにおいて発表 され
た四回目のコレクションに至 って,コ ムデギ ャ
ル ソンへ の注 目度 は一つの高ま りを見せ た と
言 うこ とが できるだ ろう。
特筆すべ きは,そ の論調の大半 が,破 壊 的
な意 匠やシ ョッキ ングな メイ クな どの演 出を
伴 う川久保 の コレク ションに,好 意 的な評価
を与 えてい ることである。 この時,あ るもの
はモー ドの世界 における 日本勢の台頭 とい う
出来事 への懸念 を示 し,ま た既 に指摘 されて
い るよ うに,保 守系 日刊紙で ある 『ル ・フィ
ガ ロ』 は彼 女の コレクションを 「衣服の黙示
録 」,「核 の惨禍 の生 き残 りのよう」 と して退
けてい る。 しか し多 くの記事 は,彼 女の コ レ
クシ ョンの内容 に対 して,新 たな一つ の美学
あ るいは 「日本の伝統文化」 を具現 した表現
と して一定の評価を与えてお り,こ のコ レク
シ ョンに当時注がれていた眼差 しは,比 較 的
暖か いもの だったので はないか と考 え られ る。
■パ リ・モー ドの同時代的状況
パ リ・モー ドは しばしば,「女性身体を拘
束的に包み込む華やかな衣服が生み出される
世界」というイメージのもとに語 られてきた。
そして,前述のような川久保の初期のコレク
ション,と りわけ82年秋冬コレクションと83
年春夏コレクションの衣服に見られた無彩色
中心の色使いや穴や裂け目といった破壊的意
匠,身体 との間の遊動空間が大きく取 られた
形態などの特徴は,こ のイメージとの対置に
よって,当 時のパ リ・モー ドにおける異質な
表現として位置づけられ,そ れゆえに衝撃た
りえたという説明が加えられてきた。
しか しながら,当時の新聞 ・雑誌資料から
浮かび上がってくる実際のパ リ・モー ドの同
時代的状況は,従来の言説において語 られて
きたそれとは内容を異にする部分があり,従っ
て川久保の創作に関する従来の解釈や位置づ
けもまた,変更を生じうるものであると言 う
ことができる。
とりわけ,この80年代前半という時期のパ
リ・モー ドには,自然体の美 しさや動きやす
さを礼賛するナチュラル路線の衣服や,積極
的なセックス ・アピールを至上命題として革
や肌に張り付くような素材を多様するセクシー ・
ルック,フォーマルな装いの提案としてのオー
ソドックスなスーツ ・スタイルなど,多様な
嗜好を持つ複数個のモー ドの潮流が並存 して
お り,「華やかで拘束的」な統一的傾向を示
す 「パ リ・モー ド」というものを想定するこ
と自体が困難になっていたことに留意すべき
である。そこでは,華麗なものと簡素な もの,
拘束的なものと解放的なもの,控 え目な もの
と奇抜なものなど,全 く正反対の傾向を示 し,
美の基準を異にする衣服の流れが同時に 「モー
ド」として発信 されている。
以上のような状況を踏まえるならば,川久
保の初期のコレクションは,パ リ・モー ドの
転換を象徴する事件 というよりもむしろ,そ
れが既に多様化を見せていた時期であったが
ゆえに出現 しえた,林立するモー ドの流れの
一つを代表する事例 として,位置づけること
もできるのではないだろうか。
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